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昭和26年度における交換機生産の重点ほ依然として

電気通信省への納入品にあったので′､自動交換機では主

として大都市の増設用機器､手動交換機でほ電通省標準

の私設用共電式交換機が製品の大部分をしめたのである

が､国鉄､日発､国警や純私設向けの交換機も需要があ

り､それ等の為に特別に設計した礫器も多いので回路お

よび構造設計上相当な進歩を示した｡文部品においては

寿命を主な対象として研究し逐次改良の結果､電通省主

催で数次に行われた各種可動機器の寿命試験には飛躍的

第1図

Fig.1.

国鉄納ラインスイッチユニット

Line Switch Unit f(ンrJapan

NationalRailways
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に向上した成績を示し得るに至った｡

この期間の製品のうちで技

記の通りである｡

国鉄鹿児島納

名古屋鉄道納

電 通 省納

(藤沢､津島局)

日 発 納

的に興味のあるものほ下

500回線自動交換機用

無紐中継台及び附属装置

200回線自動交換機用

無紐中継台及び附属機器

容量2,000回線ラインファインダ

式自動交換機

ト←ルダイヤル用リレーグループ

研究事項としては長寿命の上昇回転形スイッチの完

成､水平形リレ←の負荷特性測定､多数共同加入電話機

の研究､ラインファインダの改良､有極リレーの試作､

サ←ミスタの応用等に見るべきものがあり､いずれも実

用化の段階に近ずきつつある｡

第2図

Fig.2.

日発納トールダイヤル用リレーグループ

TollDialRelay Group for Nippon

HaESOゴen CD.
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第3図 50号型ラインファインダユニット

Fig.3.No.50Type Line Finder Unit

自動交換機

電話加入者の数が終極で3,000回線程度と考えられる

ような中小都市或は衛星都市を自動化する場合､電通省

では普通50号形のラインファインダ式の局を採用され

ている｡近く開局の運びとなる藤沢(神奈川県)､津島

(愛知県)の両局もこの方式の4数字局で､前者は実装

1,200端子(内代表番号加入者100端子)､彼者ほ1,400

端子(内代表番号加入者400端子)である｡

ラインファインダほ回転機構のみのラインスイッチと

臭って上昇回転形機構を利用するものであるから､セレ

クタ､コンネクタと同じよう

で部品の互換性も多く調整上

の共通点も多いが､二段のバ

ンクに対応するスイッチシャ

フトが長く上昇および回転の

速度が早い為調整が面倒であ

り､且つ回路上の欠点に基づ

く動作の不安定やバンク端子

とワイパー間の火花の問題等

が指摘されている｡

藤沢､津島両局の主要機器

ほ日立製作所の納入したもの

であり､セレクタ､コンネク

タは十分に管理された部品を

以って組立てたものである

が､特にラインファインダは

さきに納入した.一宮､佐世

保､宮崎等数局の使用実鼠に

鑑み､ 通省の仕様として指定されている範囲内で出来

るだけの改良を加えたものである｡従って前記の欠点が

どの程度克服されているか､今後の使用経過には注目す

べきものがあると考えられる｡

無紐中継台

日立製作所が26年度納入した国鉄用無紐中継台は国

鉄鹿児島構内自動交換機と国鉄各種構外回線との連絡の

ため用いられるものであって､その方式は従来A形自動

交換方式でほあまり用いられなかった無紐式を採用し

たn

その中継方式は第4図の如くで無紐中継台としてほ中

継台本体､ラインファインダ←､人中継リレ←グループ

磁石式中継線周リレーグループ､連接線用リレーグルー

プより成っている｡以下その中で特色を有する中継台本

体､磁石式中継線用リレーグル←プにつき説明する｡

中継台ほ一名一号半自動交換機と呼ばれ､6台連結で

1台1席で各台は接続回路10回路を有し､その各々に

つき電鐘があり､扱者は単に

に着発

鍵を操作するのみで自由

の操作を行い得て､従来の有畜丑中継台のような

繁雑さがない｡その外観ほ第5図及び第6図の通りで接

続方式は索線式と呼ばれるものであって､ロ･-クリース

イッチ､ラインファインダー等の動作により着信回線の

捕捉発信回線の選択を行う｡

倍未申継台の特徴は自動交換機に対する衝流送出にイ

ンパルスセンダーを使用していることであって､従来の

ダイヤルによる繁雑さを軽威させている｡その原理は先

ず要求番号､例えば534を押し終るとインパルスセンダ

日
中魅台

功即
し

J古物

人相レールプ 曹インフ=
併∬脚J

だ/

r
し≡
砥石式中経線~リ
.ゐん仰｢｢
:J勿′ん

峯i
∬花〟

≡≡ト･

1

室x′■′
よ越

J肝

㍑眈血

:励シ粛加′■
J;血仰′

ー

∴+lα7訪/

宰〝扁ノわ
岳)ぬ

血/■

〟連接複
L鼠†■■

一連接線リレーグル

第4図 無 紐 中 継 台 中 継 方 式 図

Fig･4･TrunkingI)iagram of CordlessAttendantBoard

レーク/レプ
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第5図 無紐 中 経台 正 面

Fig.5.Front View of Cordless

Attendant Boards

第6図 無紐中継台継電器架

Fig.6･Relay Racks of Condless

Attendant Boards

第8図

Fig.8.

上 昇 回 転 磯 構

Two Motion Mechanism

ーの起動回路ほ動作し､先ず5の釦に応じインパルス

定回路でインパルスを5算定し､これを回線に送り次iこ

自動的に適当な間隔をおいて同様に3,4のインパルス

を送る｡これだけの動作をすべて継電器回路で行い継電

器数は20箇足らずである｡

磁石式中継線リレーグループを通して構内より発信す

る時は､自動的に信号が構外回線に送られる｡この方式

では信号が800ms以上続かぬと構外の信号受信リレ←

が動作せぬ催がある｡日立腰作所では研究の結果､最小

限のリレー数でこれ以上継続する信号電流を安定して送

出し得るリレーグループを完成した｡又終話信

第7図 上鼻回転スイッ

チの一例

Fig.7.A Sample of

Two･Motion Switcb

号は200ms以下を要求されたが､これも本リレ

ーグループを使うと十分満足している｡

ストロージャスイヅチの改貢

ストロージャ式自動交換機の主体をなすのは上

昇回転スイッチである｡これは多数の部品で構成

されており､部品を組立てた後､その:吸付位置及

び相互間のギャップ等に微妙な調整を加えなけれ

ば安定な動作を行わないので､使用中に部品が厨

耗すれば 匿変化を生じて動作が甚だしく不安定

になってくる｡この 皮変化を防ぐ叱は賠裏毛の少

い部品を使用する必要があるので､種々検討の結

果次に略記するような改良をおこなった｡

(1)バーチカル及びロータリ､ベアリング､

ピンほ隣青銅で製作していたが､これを不鋳鋼に

変更した｡

(2)ダブルドッグ､ステーショナリドッグ及

びポールは軟鋼板で製作しているが､自らも文相

手であるシャフトをも磨耗させず､且つ調整作業

にも支障を さないように適当な硬度と柔軟性を

有し､且つ燐青銅との組合せに於て摩挺係数の小

さい特殊材料を選定して製作した｡

(3)ポールスプリングの断線を防止するた

め､使用中に一局部に応力が集中しないような構

造に変更した｡
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(4) ノーマルポスト､クランプ等は機械的強度を高

めると共に工作精度を高めた｡

以上の改良をおこなったスイッチと現用スイッチとを

比較して寿命試験をおこなったところ､次のような成続

を得た｡

(1)現用スイッチは50万国までの動作に於て､平

均4･5件の障害を発生している｡叉50万国動作後ほと

んどの部品が磨耗して今彼の使f削こは堪えられなくなつ

た｡

(2)改良スイッチは100万回まで無事故で動作し

た｡叉改良された部品の磨耗は非常に少く､再調整を行

えば引続き今後の使用が可能である｡

以上の改良によって従来よりは遠かに寿命が長くなり

文部晶の層 度変化が極めて少くなったので､

一度組立てられた後ほ数年問無調整で使用出来る優秀な

スイッチを製作出来ることiこなった｡

電 話 機

TelepI10ne Sets

4号A自動式､4号C共電式 話機の商用試験は

成績良好であることが電気通信省から報告され､3号塑

(旧型)電話機に此し著しく進歩のあとが見られ好評を

博している｡日立製作所に於ても3号塑電話機を4号型

電話機に切替え､4号Aおよび4号C電話機ほ既に

量産化が行われている｡-

磁石式 話磯に於いても4号A及び4号C 話機

と同様､電通省電気通信研究所を中心として各電話機製

造会社の協力により設計完了し､日立 作所は勿論各社

の試作品により局現場試験が行われている｡その性能も

3号M電話機に比し良好で大いに期待されている｡日

立製作所に於てもすでに量産化に入り皆様の御要求にこ

たえている｡

又最近輸出その他の要望により4号A型､4号C型

の色物 話機も生産を開始し好評を待ている｡

4号A自動式電話機号

4号A 自動式 話磯ほ完全な量産化を行うため､製

作に関しては部品製作法の改良､組立方法の改良､コン

ベヤによる流れ作業方式の改善､性能に関してほ経時変

イヒと性能の関係の 査研究､温度湿度に対する性能の変

化に対する実験､及び寿命試験を行って能率と品質の向

上に力を注ぎ､その成果により安定した性蘭のよい4号

電話機を量産し得る様になった｡

4号塑送受話器は炭素粉､振動板､磁性材料及び構造

上に劃期的な改良を加えられた結果､▼感度､周汲数特性

及び楷性の安定性は3号型に比し格段の優秀性を示して

いる｡即ち300乃至3,000サイクルの間で殆んど無歪の
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第9図 4号A 自 動 式 電 話 樺

Fig･9･No.4qA Automatic Telephone Set

第10図 T-4 送 器

Fig.10.T-4Transmitter Unit

伝送が出来､所謂電話声がなく肉声に近い通話を行いう

る｡

送話器は従来の 託送話器と同様に炭素粉を使用して

いるが､これに就いてほ中央研究所の技術陣を動員して

研究に努め低抵抗で高感度､且性能に対する耐久性のも

のが出来て旧型けこ比し約10db感度を挙げることが出

来すべての試験に良好な結果を得ている｡音響系は振動

板と背気重及び炭素粉とからなる単一共損回路と､共振

を制動するためブックダンパを使用して感度周渡数特性

を平坦にしてある｡荘…動板はジュラルミソを傘型に成型

し面積率をあげて感度の向上を図り金メッキした同心半

球形の可動電極を銃め付け椀塑の固定電極､アルマイト

絶縁物によって炭素粉室を形成し､炭素粉室の容積を均

一にして特性の均一､作業の簡易化を図ると共に､送受

器をどんな位置で持っても感度が変らぬ様な設計にして

ある｡

受話器の振動板は旧型の如く､磁性材料で作られた円

板を用いず､ジュラルミンを傘型に成形した音響転封部

分と､これを駆動するパーメソダー製アマチュアとを機

械的に貼合せてあり､共靖周汲数を上げ且つブックダン

パを用いて送話磯と同様周次数特性を良好にしている｡
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第11図

Fig.11.

磁気回路は旧型の双

R-4 受 話 器

R-4Receiver Unit

型を廃し同心型としてあるが､

の磁性材料の検討及び焼鈍方法の研究により極めて

率の高い且つ安定な部品を使用し得る様になり､磁気回

路の能率は飛躍的に向上した｡又振動板の振動姿態の研

究により成形型の改良を行うと共に磁気回路との相対位

置に意を用い､滅磁装置の改善により3号塾に比し約

6dbの感度をあげる事が出来た｡その他ブックダンパ

の紙質の検討､処理法の改善を行うことにより､周波数

特性を良好にし且つ外界の湿気等により性能が変化をう

けない安定なものを作る事が出来る様になった｡

25年1月最初の量産試作の結果､送受話器に於いて

ほ､要求性能を充分満足させて流れ作業を行うためにほ

部品勧こ徹底的に検討を要することが分ったので､これ

らについて十分検討を行い､25年10月以降本格的量産

態勢に入った｡ここに満一年を経過し､作業方法および

組立冶工具の改善は頭初により10数件の多きに及び作

業能率の向上､工数の逓減を図った結果､送受話器共完

全な流れ作業の形態を整え得て設備能力は月産1万個を

突破しうる状態である｡しかもその良品率は約99%で

特性の均一な製品を多量生産しうる自信を得ている｡近

時真剣に考えられつつある輸出の場合､高温高湿の熱帯

地方で使用される場合を考慮して約半年に亘り送受話器

の試験を待った結果､400C90%の条件下に於いても充

分実用出来､優秀な性能を保持することが確認された｡

電話機回路ほ第12図の如くで回路自体の変更はな

い｡回路部晶の中誘導線輪はコーアのカシメ方法､焼鈍

炉放び組込冶具の改善等によりしRT線輪のインピー

ダンスが安定とな■った｡送話受話減衰量及び側音減衰量

と巻線比との関係が調査され､又.垣間短絡試験器の完成

により安定な誘導械輪が用いられる様になった｡

次に電鈴ほ捲線の巻耳数が12,000回であるが4連巻

線機の完成と､高性能3達巻線機の計酎こより順次能率

第34巻 第1号

第12図

Fig.12.

4 号 請 磯 回 路

CircuitI)iagram cf No.4

Telephone Set

城㌔

第13図

Fig.13.

4号A 電 話 機 内 容

No.4Telephone Set Disassembled

化を計っている｡コーアと巻線組込の場合の固定方法が

決定し特殊座金を入れて組込むことになり､文電鈴組込

冶具が改良され作業の簡易化と能率化が出来た｡電鈴と

して新に16サイクルのインピーダンスが指定されたの

で巻回数とインピーダンス､着磁とインピ←ダンスの謁

係を調査し指定に対しても安定な電鈴であることを確認

した｡

コードほ寿命の点を考慮して心線を1号銅箔糸をより

性能のよい合金箔を用いた3号銅箔糸に変更実施され

た｡

ケースはベークライトモールドの他にインジュクシ/三

ソモールドが用いられることになったが､日立製作所と

しても大いにカをそそぎつつある｡

鉄製部品のメッキほニッケ几′メッキより性能のよいク

ロム酸処理亜鉛メッキに改良され､硝酸アンモン試験､

噴霧試験に良好な成績を示している｡

次にダイヤルに於いてほ電気通信省の現場試験の実績

に鑑み通研および各種製造会社の協力で種々換討の上改

良された部分が多いが製作に於いても工作法の改良､工

程の合理化､防塵対策､測定器の整備等を換討の結果量

産上支障のない状態となった｡メーンスプリングは線の

材質､機械的性質､熱処理､スプリング成形彼のカド
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第14図

Fig.14.

4号D ダイヤ/レ

No.4-D Dial

ウムメッキ処理等の検討の結果､安定性と長寿命の部品

が得られ画期的な成果を挙げることが出来た｡ガバーナ

rウィングは材料の厳 ､ウィングの絞り加工の改善に

より､ポールは折損するスリ割部分の熱処理改善により

ポールピンは璽百部の切断に対し材質と構造の改良によ

り､解決された｡ダイヤルとしてのインパルス不整不良

ほインパルスカムナットの弛みのためインパルスの停止

位置が変化するもので､スプリングワッシヤの焼入実施

と締付の注意により改善された｡インパルス速度の変化

に対しては使用油の化学的､物理的性質､機械工作の精

粗等複雑な事項であるが､鋭意検討の結果一段階に す

ることが出来たが更に検討の要がある｡その他ウオーム

ホイールの単体化､スリップスプリングの調度法､カバ

ナーベアリングの作業の改善が行われた｡以上の改良の

結果回転発生者を低減することが出来たことほ今期の一

大収穫である｡

C共電式電話機

C共電式電話機は4号A自動式 話機のダイ

ヤルを除き､塞板を入れたもので､回路は第12図に示

す如く接続替したもので部品ほ全く 4号A

適である｡

4号M鶴石式電話機

話機と共

4号M磁石式電話機ほ電鈴､フックスイッチ､送話

第15図 4号C 電 話 機

Fig･15･No･4qC CommoIIBatterY

Telephone Set

249

器､受話器等ほ4号Aと共通であり､誘導線輪は巻線

が異るだけで他の部品も大部分共通部品である｡発電機

は3号塾は巻線回転型であるのに対し､4号型は磁石回

転型で性能はほぼ同様である｡誘導線輪ほ3号と同様ブ

リッジ回路であるが設計の合理性と巻線比と性能特性の

第16図

Fig.16.

4号M磁石式電話機

No.4-MMagneto Telephone Set

第17 図

Fig.17.

4号M磁石式電話機内部

No･4-M Magneto Telephone

Set Disassembled

送
話
暴

第18図 4M 電 話 機 回 路 図

Hsはフックスイッチ接点

gは発電機]妾点

Fig･18.Circuit Diagram of No.4-M

Telephone Set.

Hs:Contact of Hook Switch

g:Contact of Generator
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られ､3号型に比し第19

図に元す如く送話受話減衰量の和が4db利益となる｡

又4号塑送受話器を用いるので通話特性が著しく向上さ

れ､通研のデータによれば80%､明際度に於いて約15

db.よいことが示されている｡

･.∵‥∴い

い
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1
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ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

=ニ>

国

ニ==二

ヽ

=∴こ･i=
＼

†斤

∴ご ∴i.､ご∴一 ∴･i‥ノ..､～

周波数(〟C)

集19図 4号M誘導棟輪の減衰量特性

Fig.19.Loss Characteristic of No.4-M

Induction Coil

挿 送 通 信 機

Camier･Current Telephone Equipment

月市通信所

榊
局
袈
正

第20図 謎 電 器 架

Fig.20･Relay Group of Carrier

TeIephone Equipment

搬送電話機及び搬送応用

Carrier CurrentTelephones and Carrier

Systemin Various Applications

拭送 話磯及び撹送応用は最近に至りその需要が著る

しく増加し､各方面に使用される様になった｡

日立製作所に於ては､絶えざる研究の結果新製品を各

所に納入し､
･要家の満足を得ている｡

搬送電話機に託ては､多中継を目標とするトールダイ

ヤル信号方式を採用したNS型攫送電諸装置を完成し､

机上から机上への､市外自動中継搬送電話匡線の構成に

成功した｡

β市通信所

第21図 NSイ｣型搬送電話装置による市外自動中継回

Fig･21･SchematicDiagramof A-BTo11Trur.kLir]e
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描送応用としてほ､電報局に於て20システムの滞送

電信の着信レベルを自動的に監視し､着信レベルの規定

値以上の変動に対し､残光性ブラウン管と､警報装置に

ょり適確に警報を発する､集中レベル監視装置を完成し

従来の擢送竃信着信レベル監視の繁雑を一挙に解決する

に至った｡

又､電力事業方面への応用としては､搬送式5チャン

ネルの遠隔測定装置を完成し､中央司令所に於て､遠隔

他の発変電所の電力､電圧､ 流､周汲数等を指示せし

め､適時適切なる給電司令を可能ならしめた｡

綴送 の設計としては､新型標準部品を制定し､大量生

直の実施､工数の短絡､部品の互換性等に実績を上げて

いる｡

次に主なる新製品に就き御紹介する｡

トールダイヤル用一遇話路撼送電話哺局装置

Single ChannelCarrier C11rrerLtTelephone

TerminalEquipmentfor TollDial

本装置は架空裸線に重畳して､簡単に市外自動中継搬

送電話回線を構成することが出来､併も雑音少く､通話

信号の確実な回線が得られ'る｡下記に本装置の概要を紹

介する｡

1.用途

使用線路 架空視線

線路演衰量 使用周波数帯故にて45db以下

通話路数 1チャンネル

接続交換機 自動交換又ほ手動交換撥

自動交挨磯に接続して市外自動中継脚こ恥､る場合は

肝-//型
タ//

ム=ム

.肝ガ型
』‰.盲

脛Jβ聖!

ガβ Jβ

.△一丁とゝ
†

l

〟㌻イ∂型

J7Lび イβ ;

d†k
甘

服用型

イ7∠∫ ∫β

∠ユ††△
†

肪∬型

J7ガ 甜

△††ム 甘

J ′X
E

㊧/.¶は二重変復調閂搬送電流周波数を元す
ご†は搬送電流同波数左示す

(人相-ガ型以下けあってほ_伽C及//わを二吾変調したもの)

j監祀電流1こは搬送電流周波数夏用いる

第22図 NS 型 搬 送 電 話 用 汲 数 配 置

Fig.22.Diagram Showing Frequency A1location of Type

NS｢｣Carrier Telephone System

さ
温
熱
賢
二
予
.
∴
∴

第23図 トー′レダイヤル周一通話路搬送竃話端局装置

Fig･23.OneqChanne】Carrier Current Telephone

TerminalEgquipment for TollDial

C市通信所

送イ冨主声腹巻

市外線

:交イ言j戸浪巷

蝕電睾架 触電暴架

壬

～ 蛍イ言

炉腹芸
返信 ～

炉浪暴

≡く7

円

;:≡■)-巨■云,て

古市加入者

端
局
装
置

線倍成因(A市の加入者ⅩとC市の加入者Yとの通話を示す)

by Type NSMr.｣Carrier Telephone Sysこem
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2.イ言号レヾルは通話レベルほ同じ

ヱ 監視電流レベル止通話レベルよりJ舶低い

イ.-一--て囲んだ鮎分は〃J-//型ては稟鼓せす

第24図 NS 型 搬 送 電 話

Fig･24･Schematic LayoutStandardLevelDiagram

第21図に示す如き接続をする｡多中継の場合は中継

される端局の終端盤が切り離され四線式で接続され

る｡

2･型式及び種項

本 置は使用周波数帯域により､第22国lこ示す通り

N-S-11型乃至NS-68型の6種類があり､既設の音声

電話回線に逐次重畳することにより､実回線を含めて

7通話路を構成出来る｡

3･構造

本装置ほ第23図の写真に示す如く､

0･52mの標準鉄架に一切の機器を実

図に本装置の主要回路構成を元す｡

高さ2.75I口幅

してある｡第24

本装置の使用真空管はCZ-5〇1ND,12本､CZ-5〇4-D,

3本である｡

第20図に本装置附属の継電器架を示す｡

本装置を動作させる為にほD.C.250V,500ⅠⅥA

D･C･24V,6Aの電源を必要とする｡

4･性能

本装置の標準レベル図を第24図に示す｡看声周汲伝

送帯域ほ300⊂b～2,400･㌔､で通話当量は-･8db,結

合周茨数偏差は5db以下である｡

信号方式は2,300仁口及び2,600⊂bの二周汲方式を

採用して､二周汲により夫々ダイヤルのブレーク､メー

標 準 図

Of TypeNS｢｣CarrierTelephone Equipment

クを表現するから､信号の誤動作がない｡

集中レベル監視装置

TelegraphLevelM~oniteringEqllipment

本装置ほ 気通信省 気通信研究所､実用方式化都電

信方式課の御指導により製作されたもので､最近電気通

信省ではサービス向上のため､電信回線を中央電信局に

集中する計画を進められているが､この計画の一貫とし

て集中された全電信回線の電信レベルを本装置一台を以

て監督せんとするもので､製作された本装置は20電信

端局の 信レベルち監視することが出来る｡

第25図は本装置の外観を示す｡l

本装置は高さ2m､幅52cInの新型標準自立鉄架に

所要のパネルを実装している｡

本装置の概略の動作を説明すると､20端局の受信電

信 流を標準-30dbに調整して､1回転5秒の速度で

回転する分配機により逐次第1端扁より第20端局の受

信 流を整理してCZ-501I)2太CZ-504Dl本の三段

増幅器により増幅された受信 流の改高値を日立製

BA-120A塑直径120Inmの残光性(残光5砂以上)

ブラウ管にえがかす故iこ､常に 光面には20端局の全

信電流の扱高値を見ることが出来る｡

入力より受信竃溺が変動した場合ほ直ちにブラ
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夢25図

集中レべ′レ監視装置

Fig.25.

Telegraph Level

Monitering

Equipment

BA-120Aブラウン管

ウン管面に変動した掟高値を

えがくから､第何端笥の回線

が故障であるかほ一見して判

日月する｡

第26図ほ第5端局の回線

のレベルが3db低いことを

示し､第17端笥の匡線のレ

ベルが高いことを示してい

る｡

一方標準状態より或る国税

が±(3±0･3)db レベルが変

動した時ほ直ちに警報を発す

るが､逐次送出される標準状

態の回線に対してほ全然無関

係に警報を与えないで故障回

線のみに対して約2.5秒間隔

の断続警報を与えるようサー

ミスタ←の を利用

した特殊回路が含まれてい

る｡

本装置に使用する真空管は

次の三寝である｡

CZ-501D･2太

CZ-504D l本

KX-124 1本

1本

叉木装置を動作させるために次の電源が必要である｡

算26図 ブラウン管上に現われた

各回線のレベル

Fig.26.Levelof AllChannelsViewed

OntheBrownjTubeOs二illos二Ope

D.C. 24V

D.C. 250V

A.C. 100V

約1.5A

約50mA

約0.5A
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無 i線 機 器

Radio CommunicatiorlSLEquipment

昭和26年は無線機に対する 要面に大きな変化が生

じてきた｡即ち超短汲の分野では前年度から試作が進め

られていた警察関係のVHF′FM無線電話 置が実用化

に入り､国警､自治警で次々と実用化計画が実現されて

きた｡叉 際状勢の変化も伴い､警察予備隊､海上保安

庁に於ける無線機幕の整備が強化され､長巾短波の送信

横及び受信機の分野に於て新しい技砧の盛られたものの

要求が実現化してきた｡

日立製作所はこの機運をつかまえ､超短波無線機器で

ほ前年度既に優秀な成績で実用試験を終っていた150

n4C-FM無線 話装置の生産を開始し､我国に於ける自

治警察無線装置のトップを切って先ず横浜市警にこれを

納入し､引続き各都市自治警その他の需要に応じるため

生産に努力している｡

又長中短波無線 機与 でほ多年船舶無線機､陸上局無線

機で掛､てきた技術を利用し､海上保安庁用船舶無線

機､警察予備隊用陸上用無線機の生産を行い､成果を挙

げている｡以下これら新機種を紹介する｡

PF-'21型固定局無

線電話装置

Type PF-121Fixed

Station Radio

Equipment

第27図は新しく製作され

たPF-121150MC-FM自

立型固定局である｡外形は

高さ1In60cIn､幅60cI℃､

奥行45cInで､電気的特性

はほぼ PF-112,コンソー

ル塑と同様であるが､取扱

い､保守に特長があり､特

に自立型であるため設置場

所の条件によっては著しい

特長を発揮する｡

第27図 PF-121型同定局無樺屈話襲置

Fig.27.TypePFq121Fixed StaTion

Radio Equipment
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これに相対する移動局はPM-111塑移動局が使用さ

れる｡

j50ⅥC-FM無線電話装置

150MC-FM Radio Equipment

本装置は通信局改数148～152MCの水晶制御超短没

周政教変調無線電話装置で"150MC-FM自治体警察消

防無線電話仕様書"に完全に適合するもので､

気研究所の厳密な性能認定試験に優秀 な

通省電

柊合で績 した

現在我国に於て最新iこして最高のものである｡

この装置は送信出力25Wの移動用と 50Wの固定用

の二種類に分れ､横浜市警に納められ､我国自治体警察

に於て最初に採用されたものである｡

P血hlll塑移動局用無線電話装置

送 磯､受信機､ 源及び移動用制御器より放り､

運転席に於て起動停止､音量､スケルチの 整､信号

の送受､プレストーク式通話を行うことが出来る｡

第28図 横浜市営ジープに装備された150MC

VHF/FM移動用無棟電話装置の外観

Fig.28.GeneralView of150MC VHF/FM

Mobile Radio EquipmentInstalled

OnJeep of YokohamaMunicif仏1

Police

電源は6Vの自動車用蓄 池から取り､諸種の悪

条件に対し故障絶無を期している｡

第28図及び第29図ほ移動局を実装する横浜市警ジ

ープを示す｡

PF-112型固定基地局無線電話装置

第30図は横浜市警へ納入した固定基地局無線電話

装置であって､固定局は内部点換容易なるように起開

塾シャーシを使用した卓上型で､送信機､受信機及び

電源を内部をこ一纏にしてコンソール内に実装してある

(第30図中央)パネル前面のツマミの操作により上記

移動局と同操作が出来叉自動中継の切換えが出来る｡

弟29囲 横浜市響ジープに装備きれた150MC

VHF/FM移動用無稗電話装置の制動部･

Fig.29.Controller Parts of150MC VHF/FM

Mobile Radio Equipmentinstalled on

Jeep of Yokohama MunicipalPolice

第30 図

Fig.30.

PF-112型固定基地局用無線電話装置

Type PF-112VHF/FM RadlO Equip

ment for Fixed Station Use

叉パネル前面にほ所要の計器を

視出来る｡

装し､動作状態も監

固定基地局は固定局に司令制御器及びモニタースピ

ーカーを附したもので､固定局パネル面の電鍵切換え

により司令制御器(第30囲左側)から上記諸動作が

出来又モニタースピーか-(第30図右側)に於ては

固定局及び司令制御器に 係なく送受の状態を監視す

ることが出来る｡

電源ほ50又は60㌔A･C･100Vを使用する｡

本無線装置にほ月立の特許及び実用新案が10件近く

使用されており､技術の優秀さを示している∫⊃

MS-0'3非常用50W送信機

Type MS-05350WEmeIgeney Radio

Transmitters

本装置は非常の際急速に船艇に装備して使用出来る

50W中技､中短汲の無線電信電話送信機で､海上保安

庁非常用50W送信装置仕様書に基き設計製作されたも

のである｡

本装置の構成は下記の如くである｡
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第31図

Fig.31.

第5表

Table5.

MS-053船舶用無線電信電 送信機

TypeMS-053RadioTelegraph&

Telephone TranSmitter for Marine

Service

MS-053非常用50W送 機性能表

SpecificFeaturesof TypeMS-053

50W Emergency Radio Transmitter

for Marine Service

送 信 方 式

通 信 方 式

通信周波数

変 調 方 式

発 振 方 式

キーイング方式

通 信 速 乾

1.

2.

3.

4.

水晶制御協力増幅方式

ブレークイン方式､プレストーク方式

中波 375kc-535kc 4汲

中短波1.5MC-4MC 5汲

AliA2 50W

A｡ 30W

抑制格子変調

無調整回路

バツノ､-キーイン〆方式

Al,A2で1分間和文100字英文30
語以上

MS-053船舶用無線 信電話送受機

2HP,1kVA,100V60qロガソリン発動発

配電盤:

MA-50擬似空中線

本装置の概略の性能ほ第5表に示す通りである｡

第32図には本装置に使用する真空管及びブロックダ

イヤグラムを示す｡

本装置に於ては通信周没数範囲内に於て水晶発振を自

励発振にスイッチに依り切換使用が出来る｡文中汲樗に

於て通信速度を早めるた捌こ従来は実施が困難であった

255

紺戸セレン 相識グ.肘Ⅷ紗ぜノ肝灘甜烏

第32図 MS-053船舶用無線電信電 送信機

ブロックダイヤグラム

Fig.32▲ BIock Diagram ofl.ypJMSqO53

Radio Tranごmitter for Marine

Service

緩衝管にてキーインダする方式､即ちバッハーキ←イy
､●

-∴､ 用して成功を収めた｡

巡視艇用無線電話装置

TypeMS-022RadioTelephoneEqllipment

for Marine Service

第33図

Fig.33.

MS-022無線電話装置

TypeMS-022Radio Telephone

Equipment

本装置は海上保安庁12Ⅱ1及び23m巡視附こ装備す

るMS-022無線電話送受信装置で､海上保安庁仕様書

により製作せるもので､沿岸警備にあたる海のジ←メソ

唯一の陸上局及び襟筋との通信施設に成るものである〇

23In巡視附こ装備する装置の構成i･ま~F記の如くであ

る｡
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苔寺妄電源甘言ス受信旺途信高圧

第34図 MS-022無線電話装置ブロックダイヤグラム

Fig･34･BlockD王agramofTypeMS-022RadioTelephone

Equipmeht forMarine Service

第6表 MS-022無線電話装置性前表

Table6･SpecificFeature30fTypeMS-022

RadioTelephone Equ王pmentfor

Marine Service

送 信 部

送 信 方 式

通信 周波数

通 信 方 式

変 調 方 式

発 信 方 式

用 力

水晶制御電力増幅方式

1･5MC～4.5MC 5汲

プレストーク方式

陽一睡変調

無調整回路

Aa 25Ⅵ7

受 信

受 信 方 式

受 周波数範囲

受信可髄電波型

式

ヱ･･l■

一市ホ 合 利 得

薪ミ合選択慶

電気的忠実度

顛 歪 出 力

L

2.

3.

4.

5.

6.

7.

球スーパーへトロダイン方式

1･5MC-2.5MC 2汲

2MC-4･5MC 3改

Aa電波

130db以上

イ･近接周汲数に対して±10kc離調

で35jb以上

ロ･影像比全帯域に於て40db以上

1,000cノSを基準として3〕Oc.′sで_3

』db3,000｡Psで_8db

300血Ⅳ以上

MS-022 無機電話装置

情報用受信機

500VA インバーク【

100VA イン∴ベータ【

起動機

擬似空中線

外部負荷線輪

以内

第34巻 第1号

本装置の主体であるMSlO22無線電

話装置の概略の性能は第6表に示す通

りである｡

叉第34図に森装置に使用する真空

管及びブロックダイヤグラムを云す｡

本装置は小型巡視艇に装備されるため

小型にして而も耐震､耐熱､耐動こ注

意して製作されたこの種小型船舶用無

線機として代表的な特長を有するもの

である｡

陸上局用短波受信機

Short Wave Communication

Radio ReeeiYer

第7表 MRS-27 陸上局用短波受信機性能表

Table7･Speci丘cFeaturesofTypeMRS-27

CommunicationRadio Receivers

受 信 方 式

受信周波数範囲

受信可能電波型式

辞 合 利 得

合 選 択 圧

電気的忠実J麦

安定皮8球スーパーヘト自ダイン方式

500kc-15MC 5汲

AIA2Aa電波

500kc-10MC130db以上

10MC-1■5MC120db以上

イ･近接周波数に対して ±5kc離

詞で18db以上

ロー影像比全市域に於て30db以上

ノ､･200c./S帯域隔の水晶濾波器使用

の三菱合±1,000ぐ.甘離詞で15db

200c/S-2,500c/Sで400c/Sを基準に

して
-10dbニ以内

イ･初期周波数変動及び電源電圧

±10%変化に対して 7xlO-4■

以内

ロ･電源電圧±10%の変化に対し

て出力変差6db以内

本塁は警察予備隊に於て500W短放送信機と共用し

て部隊通信用として使用されるもので､高度の性僕を要

求された優秀な受信機であって､充分に要求を満足する

如く製作されたもので､8球スーパーへトロダイン方式

である｡

本機の構成は下記の如くである｡

1･MRS-27 短汲受信機

2. 源整流器

本磯の特性は第7表に示す通りである｡

第35図には木頓に使用する真空管及びブロックダイ

ヤグラムを京す｡

本項の特長とする所は過去に於てほ周波数切換えには
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応J7-β7 甜㌣(汀

第35図 MRS-27無線電話装置ブロックダイ

ヤグラム

Fig.35.Block Diagram of Type MRS-27

Communication Radio Receiver

第36図

Fig.36.

MRS-27短波受信機

Type MRS-27Communication

Radio Receiver

p一夕リ←スイッチを使用していたが､振動による変

動､調整の困難等を改良するためにドラムスイッチを採

用した｡

文選択度を上げるために水晶猥汲器を使用し､性陛の

向上をほかつており､一般通 機とし

て充分な性能を有するものである｡

特に無線機器､搬送機器に応用し多年研究

を進めていた水晶酪酸静1)の適用は木受

の性能を一段と向上せしめておる｡

参考文献

(1)菅田昌次郎 水晶濾波器 日評

Vol.33No.8 P.15

邁 億 器 用 部

Pal･tS Of CommuIlication

EqⅥipmeIlt

日立製作所に於ては上

j､､

の各種通信機器を

両 黄白立 作所の研究陣を動員して開発したもので必

ずや各位の御満足を得るものと確信する｡

メタライズドペーパーコンデンサ

Metallized Paper Capacitors

M.P.蓄電器は第二次大数中独乙で発達し戦後米英に

於て急 に進歩を遂げ英国デイブィリア､米国ウェスダ

ンノ女びスミスペ←パーの各会社で生 され紙蓄の過半が

M.P.に置換えられんとする状勢にある｡

その大きな特徴は(1)従来の紙蓄に比しスペースを

節約しうること｡即ち従来の紙蓄は金属箔の

ほ捌こ入る少くとも二枚以上の

が､M.P.型でほ菩

極とその

紙をこより構成される

器紙の片側に金属を光の班長の数

分の1の厚みに蒸着した所謂金伝引ヒ紙で素子が作られる

ので第8表の如くスー一三←スの続演を期し得るのである〔J

し第37図)

に~対し自己快復能力(自辰性Self

Heヱ1i喝)を右すること｡従来の紙蓄iこ於てほ絶縁紙の

第8表 素子における従来の紙蓄とM･P･型

との体積比

Table8.ComparativeVolum∋Of Conventional

and Metal1ized PaperCapacitor
Units

_:L⊥⊥｣山
第37図

Fig.37.

製作する一方種々の部品も′勿.論製作している?26年中

将に斬らしく且つ興味ある実用化としてほここに述べる

メタライズドーヾ･-パーコンデンサとサーミスタである｡

従来の紙蓄とM.P.型との大き比餃の一例

Example of.Comparative Vollユme Of Con･

ventionaland Metal1ized Paper Capacitors

枚数を増して蓄電器動作の安全を期したのであるが､一

党政旗すれば､その蓄 器を取換えるより他ない｡M･

P.塾では絶縁紙のピンホ←′レ文ほ蓄電性徴粒子の存在
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により絶縁破廉すればそのェナージにより極めて薄い金

属被膜が蒸発し､紙の弱点ほ取除かれ再び絶縁性を快復

する(第38図)｡従って製造の一過程に於て故意に絶縁

紙の弱点を過電圧を印加して除去してしまうのである｡

第38図 破壊点が自癒性により快復したる図

(25倍)

Fig･38･Microphotograph Showingthe Self･

heaIing Action ofMetalIized Paper

fromInstantaneousFailure(×25)

第9表 現 在 の 試,験 劫 格

Table9,ThePresentTestSpeci丘cation

第8表のT.Ⅴ.1分間

絶

100V･D･C･在原法により1〝F当り下記による

2,000MJ2 以上

1,000MJ2 以上

雷雲『交流ブリブヂ法1,000csにて指定伍 ご詔ク右以内

損失;交流ブリッヂ法1,000c/Sにてtan∂<0.01

論 ■
第34巻 第1号

第40 図

F王g.40.

第39図 金属化紙あ■電子演微鐘写其(15,000倍)

Fig･39･MicrophotographofMelallizedPaper(15,000)

金属化紙の電子掴折写真

Photograph
of ElectronDi飢･acti｡n

AnalysisofMetallizedPaper

第41図 生産品の一部

Fig.41.A Parヒof Products

日立製作所ほ昭和25年迄に金嵐化紙の

研究に没頭し当初ほ金属被膜を0.5〝より

薄くすると急激に電気抵抗が増して蓄電器

として使用出来なかったが､現在では0.07

〝程度のものを用い蓄電器として組立てて

いる｡金属化紙ほ電子顎徴鏡写真(第39

図)電子廻折写真(第40図)及び仕上り

光沢等より現在米英のそれに劣らないもの

▼

ノート
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が出来る様になった0依って26年初頭より量産試作を

開始し研究室法り工場生産の過程に入った0その製品を

電通省通信研究所に堤明し優秀な成績を納めた｡(その結

果は通研月掛こ発表になる予定)引続き通研回路部晶課

と堤携その実用化に努めている〇

第晶

ものでも

サ

9表の如きものを規格品とし如何なる容量の

作しうる態勢にある･∴

ス タ

ThermisteTS

サ←ミスタは最近有線及び無線通信の新らしい回路部

晶として種々の用途に利用されようとしている0日立中

央研究所に於てほ半導体材料の研究を長年に亘って行つ

ていたのでその技術を応用してサーミスタの製品化に成

功し､ 通省に於ても他社にさきがけて最初に1■S-G

型として規格化され､数次に亘って納入したサーミスタ

が全国の視線攫送装置のAGCに取附けられて､優秀な

成填で稼働中である｡

その後更に研究を進め抵抗値､感度時数及び寿命等に

一ついて枚討を加え､サ←ミスタの外販を行う我国唯一の

メーカーとして種々の型のサ←ミスタを製品化しつつあ

るJ

更iこ温度補償用のサーミスタについても種々の

量及び感度のものにつき研究を行いつつあり､近く製品

化の予定である｡

ピ
ー
ト
抵
抗

(
9
)

■〝U

㌦

〟

〃

∴

⊥■
F

†

l

r

l

l 【
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■
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】＼
q

l

＼ ＼ ＼】 l

＼ ＼l

凪＼
皇L

こ一｢

F
l
l

l
l

l

l
♂ /♂ ガ 〟

ヒーター電流(βパ)

第42図 傍熱サ
【

ミ スタの特性の一例

Fig.42･CharacteristicsofSomeIndirectly

Hested Thermisters

サ←- スタの一種である傍熱型サーミスタについては

研究開始以来主目標を感度の向上timelagの調節､安

定度の向上にむけて来たが､その結果十分満足なものを

得られる様になった｡その特性の二三を図示すれば第

42図の如くである｡一股に傍熱塑サ←･ミスタはニクロ

第43図 直 熟 型 サ
ー ス タ

左側 ピ⊥ド型 右側 デスク型

Fig.43.I)irectlyHeated Thermisters

Left:Bead Type Right:I)isc Type

ム線のヒー∵タを用うるが

乱立ではと←∵タの改良型

としてピード塾!の発熱体

を用い､或はと←タにサ

←ミスタービ←ドを用い

て､ヒータの消費 カの

非常をこ小さいものを作る

ことに成功した｡従来の

型ではヒータ電力に100

血W程度の電力を要し

たが､この型では数mW

で十分･である｡またtiⅡle

lagも従来のものの1■√5

以下となり､色々な回路

に応用する際に甚だ好都

合である｡この他にヒー

タ素子を二組以上有する

傍熱塑サーミスタその他を琴作し好結果を収めている0

第43図は直熱塾各種サーミスタ第44図は傍熱塾サ

ー･ミスタの外観写真である｡
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第10表 直熟型サー ミ スタ規格表
TablelO･Speci丘cationsofDirectly

Heated Thermisters

【Ⅰ]直熱ピード型サーミスタ

常温に於
種 類

E-1

T:=

B-3

(TS-G2)

E-4

B-5

伸一長率

孟畏㌍.'(憲碧Ⅰ竺)
5′､20

20一､4()

40～120

150～400

400′､600

[ⅠⅠ】温匿補償用サー

0.8′､.1.3

1.0′､1.5

電流容景

(mA)
備 考

15′-30

15′､30

1.0′､1.8.■ 15.､30

1.0～1.8

1.0′､1.8

15～30

15～30

スタ(ディスク型)

何れも左

真の数値

の範囲内
で､必要

に応じて
調整する

1):

D-2

D_3

D→4

20～50

50～100

…33二喜33身
D-5

.500～1,000J

20以~下

10以下

7以下

4以下

-4～-5

-･■4～一5

-4～-5

-4～-5

2～3以下.:-4～-5

iさ∴･ミ:三･､
卜●:;∴‡
魔妄言詞

第11表 傍熱型サーミスタ洩絡の一例

Tablell･Speci丘cationsofIndirectly

Heated Thermisters

ヒーター耗坑

200C に於け
るピード抵抗

ピード抵抗25
kβ における

ヒータ電流

全

250J2±10%

β00kβ±10%

21mA±5%

6Inm

25mm

800J2±10%

300kJ2±10%

10ⅡIA±5%

6mm

25Inm

7,000β±10%

250kβ±10%

ピード抵抗10
kβ に於ける

ヒーター電流
1･2mA±10%

lこ:‖=l

20mm

第44図 傍 熟 型 サ ー ミ

(Jプチ棒と寸法を此故)

ス タ

Fig･44.Ihdirectly Heated Thermisters.

(comparedwithmatchsticks)

論 第34巻 第1号

美川表ほ第43囲に示す各種サー

ある.っ

第44図は傍熟型サー

ス架の規格表で

スタをマッチ棒と比較した写

真でそれらの親格の→例を第11表に示す｡

電 子 管

Rleetron Tubes

受 信 管

Radio Receiving Tubes

前年に引続き`･量より質=の方針を堅持し､近い将来

の"量及び質=の基礎固めを行っているが､最近その結

果ほ顕著にあらわれて来ている｢製造上特に留意してい

る3点を列挙すれば次の如くである｡

1)材料､部品及び製造作業の親格を制定し､適切な

品質管理状態にあるこ,と｡

従って出来上った製品の性静ま一定且つ均一であつ･

て､掛こ特性分布は常に規格り中心にあることほ日立受

信管の特徴の一つである･つ第45図は最も一股的なラヂ

オ受信管6ZPlの陽極 流の管理状態を示すが､これ

からうかがえることほ殆ど検査が不必要な程常に均一な

特性が得られていることである｡

2)厳重な試験を行っていること｡

一般試験の外に､震動､衝撃､働作及び寿命試験を行

って常に品質を監視している｡

3)長寿命であること｡

一般受信管ほその性能が標準値を有すると共に長寿命

であることが必要であるが､この目的を達するには充実

した研究基礎にもとづく製作管理と捜査管理が必要であ

る｡

寿命の原因としてほ種々あるが､所謂ガタベース(ル

ースベー･7)の如きものも使用者にとっては甚だ迷惑な

ものなので､最近は日立製作昔特許の接着剤を用いて良

好な 果を得ている｡(第46図参照)

以上の如く日立受信管の性能と に関してほ､技術

的見地から充分の自信をもっておすすめ出来る様になつ

巾
〃
〃
〃
は
ル
川
り
〃
ロ
J

･
小
(
劇
)

窺路上眼

入/＼人(八 _規格中′ヒ

＼

､■~~

>

/
仁規格下限 I

ガーム勿→･日附 みな

第45図 6ZP咽の陽極電流の管理図及び分布図
Fig･45･AnodeCurrentControllingDiagram

Of6ZPIReceivingTubes

､
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第46図

Fig.47.

第47 図

Fig.47.

ペ ー ス

≡賢者剤 の強圧

Sticking Force of Base Adhesives

トランスレス用ミニチュア管50C5,

6BJ6,35W4

Type50C5,6BJ6,35W4

Miniature Tube for Transformerless

Receiver

た事は使用者と共に喜ぶべきことである｡

製造品種ほ殆ど前年と同様であるが､一段ラヂオ管

(所謂ぶ7'管)の外に各種のG71管を本格的量産に移

行したこと､トランスレス用ミニチュア管の一シソース

の試作を完成したこと及び斬らしく各種の電池用ミニチ

ュア管の試作に着手したこと等を上げることが出来る｡
第47図はトランスレス用ミニアチュア管を示すが､

第12表 現 用

Table12.Ratings

261

これらは6BJ6(周波数変換)-6BJ6(第二検波).-

50C5(電力増幅)-35W4(半汲整流)の配列の最も

簡単なスパ←製作に便利であつで隆能も良好な結果が得

られる｡

日 立 通 信 管

Communieation TⅦbes

特性分布向上 日立通信管は大量生産と共に益々技

術の進歩を京し質､量共に他社を圧倒するに至ったが､

その中の各特性の分布図を示すと第48図の如くにな

る｡特性を規格中心に集中させるにほ陰極の熱電子放射

を安定させると共に､電極材料の寸法､適切な冶工具の

設計､これ等の冶工具を作る工作機の精度向上及び揉ま

ない徹底した部品検査と品質管理等が集積して初めて出

ごZ-J♂トβ

箇
∵
数

下限

箇
数

中心 上限

下限

垣
数

､
●
l

下限

簡
丁
奴

中止 ⊥眼

上 下

限 限

24年β月分

ガ年J月分

第48図 日立通信管の特性分布図

Fig.48.Diagram Showing Characterisic

Distributionof‡IitachiCom甲uni-

cation Tubes

通 信 管 の 特 性 表

of CoⅡ1munication Tubes

46
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来るもので工場技術の水準を物語るものである｡

ミニチュア筈型通信管 電通省でほ硯用通信管に加

うるにミニチュア管を通信管に採用する方針で既にこの

方面の研究を開始したので日立製作所でもミニチュア管

型通信管の試作を開始した｡

超短波眞室管

Ultra･lIigllFrequency Vactlum Tubes

最近完成叉ほ改良した超短汲管とせしては次のものがあ

2B29(双ビームパワー管)

これは始めE-829Aと称していたが､最近2B29と

改称して､無線通信機械工業会の規格に合致するものと

Lた｡ステムは熔融したタングステンガラスからプレス

法により作られ､内部電極の構造と製作法に改良を加え

てあるので､良好な働作特性が得られる｡200MCに於

ける出力は50W以上である｡

第49図 左より 6AK5,2E26,2B29真空管

Fig.49.Types6AK5,2E26,2B29Tubes

(froInleft)
且
†
曹
て
■
･

2E26(ビームパワー替)

これは所謂GT型ビームパワー管で､

小電力超短波送信機の終段菅又ほ2B29

の励撮用として用いられる｡

6AⅨ5(超短波用ミニチュア管)

これは高い相互コンダクタンスを右す

るので､超短波用として佐用される以外

に各種の増幅用として用いられる｡製作

上特に注意Lてある点は､長寿命である

こと､震動に耐えること(震動数毎分800

回､全震幅約3mⅡ1の震動試験後に於

て何らの特性変化も生じない),雑音が

少ない(利得120dbの増幅掛こより雑
】■､一W J･ノーノ~し/-一∴ノ【-/-/､＼ノー←-ノー/へ＼ノヘ､/へ＼/＼＼/､＼_′＼_一＼ノ′＼ノW＼/-＼/､-へ/＼ノ､ノ＼/＼一′--ノ~→

第50図 VR-2反射速度変調管

F王g･50･TypeVR-2Re8ex Klystron

論 第34巻 第1号

音を測定しても殆ど検出出来ない)こと等である｡

VR-2(友射型速度変調管)

これは従来のVR-1A塑の加速電極及び反射電極等の

構造を改良して､発振状態を良好に〔たものである0そ

の特性ほ無線通信機機工業会制定の6GF-1塑に合致

し､第13表の如き特性を有する｡(周政教3,800～

4,200MC用)

第13表 反射型速度変調管VR-2の特性

Table13.Characteristics ofRe且ex KlystronVR-2

送 信 管

Trans'mit億ng Tubes

第51図 送信用五趣真空管4P60

Fig･51･Transmitting Pentode4P60

近年送信管の品種を統合整理しようという気運がたか

まり､5極管､熱陰極水銀整流管等の新標準品種が制定

され､続々在来品種とおきかえられつつある｡

日立製作所に於ても新しい標準品種中､5極管4F60

ほ に量産され

･
n
ソおて 6P別)も累次の試作を経て近

く量産に移ろうとしている､又熱陰極水銀整流管では

2H66,4Ⅰ‡72･4H88,4H88A等がいち早く完成写

れ､現在は殆んどこれ等新標準品種のみが生産されてい

る｡

4P60,6P80等ほ従来の相当品程よりも高い周汲数

まで使用可能で､在来品の使用実績にかんがみ､種々細

部にわたって改良され非常に使いやすくなっている｡

4P60は第14･15表､第54-57図の如き定格､特

性を有し､用途の多い品種である｡6P80は5極管とし
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簿52図 熟陰極

水銀整流管2H66

第53図 熟陰極水鉄

整流管4H88A

Fig.52.Hot Cathode Mercury VapourRecti丘er

Tube2H66

Fig.53.Hot CathodeMercuryVapourRectifier

Tube4H88A

ては最大級であって､第14,16表の如き定格､性能で

ある｡

熱陰極水銀整流管の新品種の最大の特長は､その試験

劫格が米国式に改められ､逆耐 圧特性が大幅に改善さ

れたことである.｡街その他にも熱陰極効率の改良､耐損

性の向上等多くの改良が加えられている｡周知の

れ等の晶憧の特性は管内の水銀蒸気圧､したがって温度

の影響を大きく受ける｡従

▲(交流高圧を整流させて逆耐

の日本の規格では動作試験

圧試験を兼ねる)は周囲温

度350Cで行うことになっていた｡それが新品種の規格

では口金から10工nm上の管壁の温度を指定することに

改められているっ即ちこの管壁温度を2Ⅰ王66 でほ550C

･4H72,4H88(A)等では600Cに指定してあるがこれ

ほ単なる試験条件表現法の合理化ではなく逆耐電圧指定

値を50%近く引上げたのと等価であると言っても過言

ではない｡特に4H88Aほ管壁温度60℡Cで逆耐電圧

二15,000V以上となっていて世界的にも最高の部類に属

する｡これ等の管ゐ定格を茶け表に示してある｡

ビーム4極管と5極管との優劣可否については多く

の論議がなされてはいるが､実状ほ用 や設計製作の如

伸こも関連し､決定的なことほ言えない様である｡我々

ほ現在量産中のUY-807,2B29(これ等の小形送信管は

現在日本では睾短汲管なる名で扱われている)の他に出

力250W級のビーム4極管4B13についても既に数回

第14表 日立4P60,日立6P80定格表

Table14.Ratingsof Pentodes:4P60,6P80

陽 梅 電 圧

第2格子電圧

第3格子竃圧

最大許容陽極
損失

最大許容第2
格子損失

H カ

相互コンダク

タン′ス

W

W

111汀

第2椅子増幅;

最大周波数IIMC

125

25

!2.6(陽極電流
j60mA
.6(陽極電流60
mA)

約 30

600

100

1,200

6(陽極電流200

mA)

7(陽極電流200

mA)

約 30

第15表

Table15.

日 立4P60標準動作例

TypicalOperatingConditions

of Pentode4P60

動 作 種

条 電 圧

陽 極 電 圧

第 2 椅子 電 圧

第2格子直列耗抗

弟1椅 子電圧

励振電圧(波高債)

第 3 格 子 電 圧

変 調 電

陽 極 電

第 2 格 子 電

解1格 子 電

日

周 波

圧

読

流

流

力

数

出力イムピーダンス

C級増幅

10V

2,000V

500V

-200V

300V

OV

3

p

鍍

㌔
r
▲

′

160mA

25mA

7mA

200W

20MC

5kJ2

第3格子変調

10V

2,000V

l,000V(電源1

20kJ2

_200V

300V

_150V

150mA

lOOIコA

25mA

5InA

95W

20MC

5kn

の試作修正の過程_を経て量産に移るばかりになってい

る｡その定格は第18表の通りであーる｡

先に日立独特の高真空全汲軽流管KO-522Aを提供
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第16表 日立6P80標準動作例(C級増幅)

Table16.TypicalOperating Conditions df

Pentode 6P80

繊 条 電 圧

陽 縫 電 圧

第 2 格 子 電 圧

第1格子 電 圧

励振電圧(波高債)

第 3 格 子 電 圧

陽 極 電 流

第 2 格 子 電 流

第1格 子 電 流

出 力

周 波 数

出力イムピーダンス

<∂

ハ∂

ノサ

クL

〃肌

β

ハ仇

月払

陽
極
電
流
ん
･
へ
月
)

10V

3,000V

600V

_180V

360V

OV

600mA

120Ⅱ1A

40工nA

l,200Ⅵr

20MC

2.6kガ

キ=〟r包=脚r毎=〆
〝

田 二==･ナ『

十 〝

〝′ +

′ ル

′

川∵/
l l

第54図

Fig.54.

第
2
格
子
電
流
也
(
4

ハ∧〃

′写

(ノ】

<〃い

〃U

〃仇

､､一 -
､

陽極電圧 ち(〃

日立4f)60の陽極特性

Plate Characteristics of Hitachi

4P60

み諸r毎二淵1なタ=〝
l

てイ＼

(ゝ

∴
十

転
∠L･

iク`乙ノ

∴
-

.‥一

喝極電圧ら(〃

第55図

Fig.55.

して好

日立4P60の勢2格子特性

Screen Grid Charactel･istics df

Hitacbi4P･60

を得てきたがこれをずつと小形化してUY-807

と同大とし､且つ傍熱形陰柾とし耐損性を向上した2E

lOが製作された.｡電気的特性はKC-522Aと全く同一

であって差換可能である､KX-5Z3 等では余裕がなく

て短 命になやまされる様な用途に好適である.｡その定

籠
′
格
子
電
流
▼
吻
(
月
)

′サ

(
/
】

､
.
h

‥

育瑚r包ご膨〔包=♂/

ガ≠瘍′三十仰′】

Jl財 ノ仰 〟汐♂

陽檀電圧 缶(〃

図 日立4P160の葬1格子特性

Fig.56.ControIGrid Characteristics of

IIitac王1i4P60

み=〝り み=劫グム′

毎=朋〝/,包ヒ一朗ル

包〒蒜尖頭電圧)
解摘要偲声祝P
′=ガ〝ど. ∵

箋

】
｣

.み

書/｣
!/ l

1

l

日
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ト
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夢57 図

Fig.57.

第3格子電圧一銭(〃

日立4P60の第3格子特性(動特性二)

Suppressor Grid Characteristics of

Hitachi4P60(Dynamic)

第58図

日立高真空全汲整流管2KlO

Fig.58.

Hita:hiHigh Vacuum Fu11

Wave Rect負er Tube2pKIQ

格を第19表にに示す｡
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第17表

Table17.

日立熟陰極水銀整流管定格表

RatingsofNewStandardTypesof

Hot Cathode Mercury Vapour

Rectifier Tubes:4H72,4H88A,

2H66

第18表 4B13 ビ ー ム 4 極暫定絡表

Table18.Ratingsof Beam Power Tetrode4B13

発 振 増 幅

陰 極 種 警頁

繊 条 電 圧

繊 条 電 流

陽 極 電!王

第2格子電圧

最大許容陽極損失

最大許容第2格子損失

出 力

相互コンダクタンス

最大周波数

l第極陽

入

出

-

ヽ
-
-
し

静
電
容
量

椅子間

力

力

大

長

部 口

部 口

V

A

V

V

W

W

W

mぴ

MC

pF

pF

pF

:;†111

mI工1

トリウムタングス

テン繊条
10

5

2,000

400

100

20

260

3･75(′p=50InA)

30

約0.06

//16

〝 13

■

185±6

67 MAX.

第19表 2KlO 金波整流管定格表

Table19.Ratingsof HighVacuum FullWave

Recti丘er Tube2KlO

種 l ■真空金波整流管

整 流 管

Reetifier T11bes

第59図 送信用ビーム四柾管

4B13

Fig,59･TransⅡlitting BeaIn

Tetrode4B13

ここでは硝子水銀電流管(日立商品名ダライン㌧べ-)

とアルマ←整流管(熱陰極ガス入り整流管の一種で目立

独特のもの)についてのべる｡

ダラインノミrの点弧極に改良を加えた結果､起動線輪

に印加する電圧が25Vでも確実に動作し､文105Vで

も線輪が焼けたりしない非常に適応性の広いものとなつ

た｡従って他社製品とも完全な互換性を有する0

映写機専用のダラインノべ-G-6CS-100が製作され

た｡之は現在映画館で広く設置されている60Aカーボ

ンア【ク2台の運転に最適の製品であり､又将来天然色

映画等への移行と対･こ80A･100A程度のカーボンア

ークになっても充分使用出来る容量を持っている｡陽極
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第60図 G-6CS-100 ダラインバー

Fig･60･Type Gq6CS-100=Glainver,,

は6箇あるが負荷の性質上2組の3相直流 芸源宣(75VlOO

A)として約10分間づゝ交互に給電し､短時間(約1分

間)は同時運転も可能である｡

出力電圧ほ数10Vでよいので軽負荷特性の改善が考

慮された結果､従来のアーク切れ､雑音発生等の事故を

なくすることが出来た｡

終戦後しばらく大容量の物の製作を中止していたが､

電極封入郡に用いる特殊合金(コバール)の入手の見透

Lもついたので､六相600V200AのM6H-200の製

作を再開し良好な成績をあげた｡

間遠信機械工業会に於いて硝子水銀整流管標準規格

(CESETll-13)が制定され､標準型名も定められたの

で目立もそれに従うことになった､第20表にCES標

準名称と乱立在来の名称とを対照してある｡

アルマー整流管はその優秀性を確認されて GH2-1J,

GH2-3J型が私設 話交換台用FC型充電器(Floating

Cbarger)に採用された｡

近来品質管理を厳重にした効一笑があがって､従来RT

型に於いて管内電圧降下が僅に大きいが逆耐電圧が標準

型より100V高いゐ型が標準型とは別に設けられてい

たのを､1種類に合併することができた｡即ち今までの

梗準塑同様の低い管内電圧降下と､在来のゐ型に等し

い高い逆耐電圧を有する物が完成された｡これ等の晶は

現在ゐ型の名で販売されている｡倍RT塑中最も多く

使用されるRT-15ゐ型は一層改良されて､普通の熟陰

極ガス入り整流管では到底耐え得られないと思われる様

な甚しい電源電圧変動下にも充

ている｡

用として好成績をあげ

以上に特にあげなかった晶覆においても能 と密接な

第34巻 第1号

第61医I

Fig.61.

M6H-200 ダラインバー

Type M6甘-200=Glainver,,

第20表 ダ ラ イ ン バ･- 型名 対照表

Table20.LisヒOf CES Ltd.TypeS and their

Corresponding Types of Hitachi

=Glainver=

標準型名 日立型名 標準型名 日立型名

M2L-2(〕

M2M-20

M2GM-20

M3L-20

M3M-20

M3GM-20

M2L-30

M2Ⅳト30

M2GM-30

M3L-30

M3M-30

M3GM-30

M2L-50

M2M-50

M2GM-50

FG_2LS_20

G-2MS_20

G-2MSG-20

G-3LS-20

G-3MS-20

G-3MSG-20

G,2LS-30

G-2MS-30

G-2MSG-30

G-3LS-30

G-3MS-30

G-3MSG-30

G-2LS-50

G-2MS-50

G-2MSG-50

M3L-50

M3M-50

M3GM-50

M3L-75

M3M､75

M3GM-75

M3L-100

M3M-600

M3GM-100

M6L-100

M6M-100

M6GM-100

M6M-150

M6H-200

G-3LS-50

G-3MS-50

∈G､3MSG_50

G-3LS-75

G-3MS_75

G-3MSG-75

G-3LS､100

G-3MS-100

G-3MSG-100

G-6LS-100

G-6MS_100

G-6MSG-100

G-6MS-150

G-6HS-200

LG-6CS-100

備考 標準型名の意味

第1項の文字 M ガラス水銀整流管を表わす｡

夢2項の数字 2,3,6,主陽極の歯数を表わす｡

第3項の文字 定格整流電圧を表わす｡

｢L｣75V｢M｣250V｢H｣600V

第3項の数字 20,30,50,75,100,150,200,定格整

流電流を表わす｡

格子附ガラス水銀整流管は､第2項と第3項の間に

｢G｣を挿入する｡
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欝21表 日立アルマ
ー整肇管

Table21.New Ratings of Std.Types

GE2-1J

GH2-3J

GH-3ゐ

RT-6/i

RT-10カ

RT-15J‡

RT-20Ji

GH-30

GH√30

GHa-50

1.2170

3.5170

3 500

6 500

10 500

15.500

20 500

30 400

30･350

標準表(周囲温匿5～350C)

ofI王itachi=Armer,,Recti丘er
Tubes

13

13

18

18

18

18

18

16

16

50;250 ≒ 20

夢62因

GH2-1gアルマー整流管

Fig.62･

Ty匹GHクー1J=Armer=

Recti丘er Tube

第63図

GH2-3Jアルマー整流管

Fig.63･

TypeGH2-3l"Armer"

Re〔ti丘er Tube

7 い3
7.5117.5

8;15

10■;7!19･5

‥､∴-∴.
10!7:31

9･30

13l9l32
15110 琴39

な し

な し

CES-1Bt

28¢×22h

32¢x28h

46¢x25b

64¢×16h

な し

な し

35¢×35b
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JES-4A に準ず

JES-E39-11

JES-E26に牽ず

JES-E39-11

JES-E39-11

JES-E39-11

JES-P60-7

な し

な し･

な し

関係のある管内電圧降下の試験親路上限を引下げる事が

可能になり､叉逆耐電圧規格にも非常に大きな余裕があ

ったので､定格､.試験規格を全面的に改訂した｡その新

標準をに第21表にかかげる｡

医 療 管

V.H.F.Oscillator Tllbes for Radiothermy

目立超短政治原器用発振管は製作の歴史が永く､地味

な改良が繰返えされて､その品質は定評があるが､最近

更に､PB-3238Rの端子部分の構造を外部からの衝撃に

対し一層掛､様に改め､又PB-3225Rその他の管の格

子に電子放射防止処理を施し､電極間容量を実用上更に

適切な値となる如く構造をあらためる等､所謂素人の方

々に楽に依って頂ける様に改良した｡筒在来古.まこの種の

管の動作試験ほ一般送信管同様に陽極には直流高圧を加

えて行っていたが､大部分の治療器では陽極 源として

整流回路は設けず､いきなり商用周汲数の交流高圧を加

えている現状であるから､試験法も同掛こ 更した｡こ

れにより今後更に使い易い物に改良するのに役立つであ

ろう.っ

ブ ラ ウ ン 管

Cathode Ray Tubes

Zn2S王0｡:Mn緑色 光膜を有する観測用ブラウン管

の大量の需要に応えて75A-Bl,75E-Bl,75K-Bl(ハ

量産を行うと共にZnS:Ag青色蛍光膜を有する高速

度現象撮影用ブラウン管750D-Bll,120D-11の製作を

続行している｡この 高速度ブラウン管は最近に至り著
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第64図 75DqB7,120D-B7,120C-B7

ブラウン管

Fig･64･Types75D-B7,120D-B7,120C-B7

▲Cathode
Ray Tubes

しく需要の増加したもので写真横影用としての性能の向

上を目標として種々改良を加えて来た｡

ZnS･CdS‥Cu,ZnS‥Agを二重に塗布し青色螢光､

黄色残光を発する残光性ブラウン管は既に実用化した

75A-B7の量産と改良を行うと同時に陽極電圧10kV程

度で使用する高速度残光性ブラウン管75D-B7,120D-

B7の試作に着手してこれが実用化に成功し各方面の要

望に応えている｡

螢光膜直径120InⅡ㍉ 陽極 圧2･5kVで動作する

ブラウン管ほ電極系並びに構造を変えた新型のものの試

作を開始し緑色螢光膜を有するものとして120C-Bl,残

光性蛍光膜を有するもとして120C-B7の実用化に成功

した｡弟65図は75D-B7,120D-B7及び120C-B7の

写真で､第66図は120C-B7の特性の一部である｡

緑色ブラウン管は一段観測用として最も需要の多いも

のであり､残光性ブラウン管ほ周汲数変調の変調特性の

ーーー268

論 第34巻 第1号

第65図120C-B7の第二陽趣電圧と螢光輝虔,

第一及び第二陽極電流との関係

Fig･65･VariationofLuminescenceIntensity,

First and Second Anode Current of

120C-B7withSecond AnodeVoltage

測定､残響特性直視装置通信機器の周汲数特性直視用､

その他に漸次その応用範囲が拡大されつつある｡

残光性ブラウン管の残光輝度は米国のP7残光性螢光

面と同程度の特性を有している｡

高速度ブラウン管は送電線の異状電圧､胃の観測､各

種電気機器の衝撃試験等の写真綬影に使用されるもので

あり､最近実用化した高速度残光性ブラウン管ほ高速度

現象を一々写真撮影することなく残像によって観測する

ことができるので､今後益々その応用分野を開拓してゆ

くであろう｡(次京菜22表参照)
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